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マクロとは？ 

 

「マクロ」とは、「テーブルを開く」、「フォームを開く」、「レポートを印刷する」といった Access の操作を、連続して、自

動的に行うための機能です。「マクロ」によって、定型的な繰り返し操作をワンタッチで実行することができます。 

 

 

 

 

マクロの作り方 

 

データベースウィンドウのマクロ画面で、[新規作

成]ボタンをクリックします。 

 

マクロのウィンドウで、任意の「アクション」を選択し

ます。 

 

 

アクションの引数を指定します。 
 

 

 

 

 

マクロを実行するには、マクロを保存したあと、メニ

ューの[実行]-[実行]を選択するか、ツールバーの

 ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

マクロの利用法 

 

マクロは、データベースウィンドウから実行するだけでなく、フォームのボタンなどに割り当てることもできます。それによ

って、画面上のボタンをクリックすることによってさまざまな処理を自動実行させるという、オリジナルのメニュー画面を

作ることもできます。 

 

まず空のフォームを新規作成します。ここでは、「フ

ォームの新規作成」画面で「デザイン ビュー」を選

択します。 
 

 
 

 

マクロ 
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フォームに、ツールボックスから２つの「コマンドボタ

ン」を挿入し、適当な位置とサイズに配置します。 

 

 
 

 

各ボタンの「標題」プロパティを設定します。「標題」

プロパティには、実際に、画面のボタン上に表示さ

れる文字を指定します。 

 

 
 

各ボタンの「クリック時」イベントの欄に、ボタンがク

リックされたときに実行したいマクロ名を指定しま

す。 

 

 
 

 

フォームを開いて、それぞれのボタンをクリックすると、

指定されたマクロが実行されます。 
 

 
 

 

 

このようなメニュー機能を持ったフォームを、データベースファイルを開くと同時に表示させるには、メニューから[ツー

ル]-[起動時の設定]を選択し、「フォーム/ページの表示」にそのフォーム名を指定します。 
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データベース全般の操作 

 

●データベースの最適化/修復 

Access のデータベースファイルは、レコードの削除を行っても、その分ファイルサイズが小さくなることはありません。

見た目にはレコードが消えていても、内部的にはまだ残っています。「最適化/修復」を行うことによって、それらの削除

レコードをファイル上から完全に削除し、ファイルサイズを小さくすることができます。 

 

     
 

 

 

 

●オプションの設定 

[ツール]メニューから表示される「オプション」画面を使うと、Access の全般的な動作や設定を変更することができま

す。 

 

     
 

 

            
 

補足 
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総合演習 

 

「商品マスタ」テーブルと「売上実績」テーブルをクエリーで結合し、次のようなオブジェクトを作ってください 

 

 売上実績一覧表(クエリー) 

 

 売上高トップ 10商品(集計クエリー) 

 

 売上高順商品一覧(集計クエリー) 

 

 売上高順商品一覧テーブル(作成クエリー) 

 

 商品マスタの単価を 1.05倍する更新クエリー 

 

 商品マスタ入力画面(フォーム) 

 

 売上実績一覧表(レポート) 

 

 

 

売上実績一覧表(クエリー) 

 
 

 

売上高トップ 10商品(集計クエリー) 
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売上高順商品一覧(集計クエリー) 

 
 

 

売上高順商品一覧テーブル(作成クエリー) 

 
 

 

商品マスタの単価を 1.05倍する更新クエリー 

 
 


